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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】肝腫瘍に対するRadiofrequency ablation(RFA)治療において、腫瘍及び周囲肝組織の変化については報
告されているが、肝内脈管に対する詳細な報告はない。そこでRFAが肝内脈管に与える影響及びその経時的変化を
明らかにする。 
【対象と方法】豚18匹（体重19～28 kg、平均22kg）を用い、肝RFAを施行した。RFA施行直後、1週間後、3
週間後に屠殺し、希釈バリウムを切離肝門脈より注入し、CTによる血管開存率の検討及び病理組織学的に内皮細
胞障害率の検討を行った。 
【結果】CTによる検討では門脈、肝静脈ともに血管径が大きい程開存率は高く、径3.0mm未満では経時的に開存
率が低下した。3週間後の開存率は門脈では11.7±20.3％（径1.0mm未満）、29.8±11.1％（径1.0mm以上2.0mm未
満）、36.2±2.9％（径2.0mm以上3.0mm未満）、75.5±25.1％（径3.0mm以上）であり、肝静脈では5.6±9.7％（径
1.0mm未満）、21.8±13.3％（径1.0mm以上2.0mm未満）、32.3±19.5％（径2.0mm以上3.0mm未満）、75.6±30.8％
（径3.0mm以上）であった。門脈、肝静脈ともに1、3週間後の径3.0mm以上の血管開存率は径2.0mm未満のものと
比較して有意に高かった（P<0.5）。病理組織学的検討では、RFA施行直後は血管径によらず血管内皮障害が見ら
れたが、開存する径1.0mm以上の血管では1～3週間後に内皮化が確認された。 
【結論】RFAによる焼灼部組織内の径3.0mm以上の門脈、肝静脈は高い開存率を示し、内皮化はRFA後の血管の開
存要因として重要であると考えられた。すなわち、肝 RFAでは、太い脈管は温存され、腫瘍より末梢の血流を保
つ事ができる利点を持っていることが今回の研究で示された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 肝腫瘍に対するradiofrequency ablation（RFA）治療において、腫瘍及び周囲肝組織の変化については報告さ
れているが、肝内脈管に対する詳細な報告はない。本研究はRFAが肝内脈管に与える影響及びその経時的変化を
明らかにすることを目的におこなわれた。 
 豚18匹（体重19～28kg、平均22kg）を用い、肝RFAを施行した。RFA施行直後、1週間後、3週間後に屠殺し、
希釈バリウムを切離肝門脈より注入し、CTによる血管開存率の検討及び病理組織学的に内皮細胞傷害率の検討を
行った。 
 CTによる検討では門脈、肝静脈ともに血管径が大きい程開存率は高く、径3.0mm未満では経時的に開存率が低
下した。3週間後の開存率は門脈で径1.0mm未満では11.7±20.3％、径1.0mm以上2.0mm未満では29.8±11.1％、
径2.0mm以上3.0mm未満では36.2±2.9％、径3.0mm以上では75.5±25.1％で、肝静脈では5.6±9.7％（径1.0mm
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未満）、21.8±13.3％（径1.0mm以上2.0mm未満）、32.3±19.5％（径2.0mm以上3.0mm未満）、75.6±30.8％（径
3.0mm以上）であった。門脈、肝静脈ともに1、3週間後の径3.0mm以上の血管開存率は径2.0mm未満のものと比
較して有意に高かった（P<0.05）。病理組織学的検討では、RFA施行直後は血管径によらず血管内皮傷害が見られ
たが、開存する径1.0mm以上の血管では1～3週間後に内皮化が確認された。 
 以上より、RFAによる焼灼部組織内の径3.0mm以上の門脈、肝静脈は高い開存率を示すことを証明した。内皮
化はRFA後の血管の開存要因として重要であることが示唆された。 
 本研究は肝RFAでは、太い脈管は温存され、腫瘍より末梢の血流を保つ利点を持つことを解明したものであり、
博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
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